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図書館のあちこちに、８人の小人が 

隠れています。探してみてね！ 
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工作もたのしむえほんのじかん 

図書館カウンター、または電話にて 

お申し込みください。 

キャンセルの場合は、図書館まで 

ご連絡ください。 

９月３日から図書館で開催する 

アキノイサム絵本原画展「たこなんかじゃないよ」に 

ちなんで、絵本の読み聞かせと、親子工作教室を開催します。 

タコ釣りができるおもちゃを手づくりします。 

日 時 

 

場 所 

対 象 

定 員 

持ち物 

９月６日（土曜日） 

10時 30分から 11時 30分 

宍粟市立図書館 ２階 

４歳以上の子どもと保護者 

８組（申込先着順） 

ハサミ、のり 

 夏休み特別企画  

もしも、図書館に小人と巨人がやってきたら…？ 

図書館の中を探検して、巨人の忘れものや、 

隠れた小人たちを見つけよう！ 

 

 

大きな大きな足跡 

君の足と比べてみよう！ 

小さな小さな本棚 

本を開くとおはなしが… 

にじいろ小人を探そう 

 

 

 

ほかにどんなものがあるかはお楽しみ！ 

市内図書館・図書室で同時開催しています。 



子
ど
も
の
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こ ん な 本 あ り ま す

『　こちら空港医療センター

（原書房　2025年刊）

シン・ホチョル　著　渡辺麻土香　訳

救急ドクター奮闘記　』

年間利用者が七千万人を超える、韓国・仁川(インチョ

ン)国際空港には、24時間365日稼働している医療セン

ターがあります。センター長であり、医師でもある著者が、

空港病院だからこそ起こるハプニングを紹介しています。

ある時、60代の男性が空港救急隊のストレッチャーで

運ばれてきたのですが、盲腸の手術痕がぱっくりと開い

た状態でした。アメリカ出張中に緊急手術を受けたもの

の、莫大な入院費がかかると分かり、すぐさま帰国して

きたというのです。結局は、韓国国内の病院で再手術を

受けることになりました。また別のときには、ひとりの男

が屈強な税関職員たちに連れてこられました。麻薬や貴

金属などの密輸品を体内に入れて運ぶボディパッカー

の疑いがかけられていたからです。悪態と怒号をあびせ

られながらレントゲン検査を行うと、腹腔内に異物の影

が映っていました。体内に隠された麻薬を取り出そうとし

て袋が破れると、最悪の場合には急性中毒で死に至る

こともあります。そのため、男は開腹手術ができる総合

病院に搬送されていきました。

著者が診るのは旅行者だけではありません。「航空身

体検査専門医」でもある著者は、パイロットや航空管制

官に義務付けられている航空従事者健康診断を行って

います。パイロットたちの心身の健康を維持することが、

航空事故を防ぎ、乗客の命を守ることにつながっていま

す。他にも、空港レストランの職員や清掃スタッフなど国

際空港を裏側から支えている多くの人たちのケガや不

調にも対応しています。さらには、入国を拒否され臨時

収容施設に滞在する外国人や、空港の敷地内で暮らす

ホームレスなど、著者は空港に関わるありとあらゆる人

を診ています。

空港で働く職員たちがより健康的に勤務し、乗客に安

全な空の旅を提供できるように、医師としてさまざまな人

の痛みや不安を理解し、寄り添う著者の姿に感銘を受

けます。
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新 着 図 書 紹 介         ◆このリストは直近 1か月に入った本の一部です◆   

書    名 著 者 出版社 ジャンル 

奪われた集中力  もう一度“じっくり”考えるための方法 ヨハン・ハリ 作品社 思 考 

最後の芸人の女房  人間国宝・一龍齋貞水を支えたおかみさん一代記 高部 雨市 河出書房新社 伝 記 

山にのぼる  家族で日本 100 名山 ａｃｃｏｔｏｔｏ みらいパブリッシング 紀 行 

これ 1冊で相続の生前対策がわかる本 糸田 孝一 中央経済社 相 続 

新しい階級社会  最新データが明かす〈格差拡大の果て〉 橋本 健二 講談社 社会学 

プラネタリウム解説員が本気で伝えたい星座と星めぐり 永田 美絵 他 中央公論新社 天文学 

日本の美しい地形・地層図鑑 竹下 光士 エクスナレッジ 地形学 

現代バテ  即効回復マニュアル 谷口 英喜 評言社 健康法 

暮らしのヒント集  今日はなにを 暮しの手帖編集部 暮しの手帖社 生 活 

ワザありデザインのバッグと小物  雑貨屋さんに売っていそうな Baby & Kids Handmade 主婦と生活社 袋 物 

ひんやりごはん  冷やしておいしい健やかレシピ 63 蓮池 陽子 山と溪谷社 料 理 

あなたを動かす片付けの切り札 本多 さおり 大和書房 収 納 

スマホが「老後の暮らし」をもっと楽しく楽に変えてくれる 恒川 年昭 すばる舎 ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ 

学芸員が教える日本美術が楽しくなる話 ちいさな美術館の学芸員 産業編集センター 日本美術 

はり絵を楽しむ  内田正泰の手法に学ぶ  入門から上級まで 内田 光・近藤 陽子 日貿出版社 はり絵 

基本が身につくはじめての小筆書道  “書く”を楽しむ 和田 康子 池田書店 書 道 

親子で作れて、知育にも！100均グッズでとにかく可愛い手作りおもちゃ あん KADOKAWA 工 作 

山に登るなら知っておきたい山の気象がわかる本            ﾒｲﾂﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｺﾝﾃﾝﾂ 登 山 

荷風の昭和（前篇・後篇） 川本 三郎 新潮社 作家研究 

松本清張の女たち 酒井 順子 新潮社 作家研究 

雑草教室  図鑑が教えてくれない植物たちのひみつ 稲垣 栄洋 中央公論新社 新 書 

京都占領  1945 年の真実 秋尾 沙戸子 新潮社 新 書 

チョコレート・ピース 青山 美智子 マガジンハウス 日本小説 

ふたり旅日和  シリーズ番外編 秋川 滝美 KADOKAWA 日本小説 

桜待つ、あの本屋で 浅倉 卓弥 ﾊｰﾊﾟｰｺﾘﾝｽﾞ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ 日本小説 

パズルと天気 伊坂 幸太郎 ＰＨＰ研究所 日本小説 

灰になったら夫婦円満 小川 有里 草思社 日本小説 

サイレントシンガー 小川 洋子 文藝春秋 日本小説 

普天をわが手に（1） 奥田 英朗 講談社 日本小説 

営繕かるかや怪異譚（4） 小野 不由美 KADOKAWA 日本小説 

8番出口 川村 元気 水鈴社 日本小説 

踊れ、愛より痛いほうへ 向坂 くじら 河出書房新社 日本小説 

暦のしずく 沢木 耕太郎 朝日新聞出版 日本小説 

一撃のお姫さま 島本 理生 文藝春秋 日本小説 

源家物語 真保 裕一 徳間書店 日本小説 

烈風を斬れ 砂原 浩太朗 双葉社 日本小説 

神都（しんと）の証人 大門 剛明 講談社 日本小説 

妻はりんごを食べない 瀧羽 麻子 幻冬舎 日本小説 

昭和探偵物語  平和村殺人事件 天童 荒太 角川春樹事務所 日本小説 

橘の家 中西 智佐乃 新潮社 日本小説 

災疫（さいえき）の季節 中山 七里 角川春樹事務所 日本小説 

不等辺五角形 貫井 徳郎 東京創元社 日本小説 

しふく弁当ききみみ堂 冬森 灯 双葉社 日本小説 

川は流れる 森 詠 小学館 日本小説 

こうふくろう 薬丸 岳 小学館 日本小説 

トットあした 黒柳 徹子 新潮社 エッセイ 

ジェイムズ ﾊﾟｰｼｳﾞｧﾙ・ｴｳﾞｪﾚｯﾄ 河出書房新社 外国小説 

クロニクル千古の闇（9） 完結 ミシェル・ペイヴァー 評論社 外国小説 

 



巡回場所 ８月 ９月 貸出時間

山崎町内 19日（火） ９日（火） 10時40分～14時

一宮町（学校・こども園） 休み ５日（金） ９時25分～15時25分

一宮町内 16日（土） 20日（土） 10時00分～15時

波賀町（学校・幼稚園） 休み 10日（水） 10時30分～16時

波賀町内 23日（土） 27日（土） 10時30分～15時30分

千種町内 20日（水） 17日（水） 11時00分～13時35分

　　巡回形式のため時間によって貸出場所が変わります。

　　場所・時間が変更になることがあります。詳しくはお問合せください。

　　しーたん通信でもお知らせしています。

移動図書館ささゆり号運行予定

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

９月
×休館：月曜日・祝日・年末年始

　（月曜日と祝日が重なるときは、

　　翌火曜日も休館）

△閉館：月末館内整理

　（末日が日曜日や休館のときは、

　　翌月初め）

開館時間：

　９時30分～17時30分

　（金曜日のみ18時30分まで）

本のリクエストも

受け付けています

月1冊本を選び、感想などを気軽に話し合って

います。いつでも参加、見学できます。

次回は、９月13日（第２土曜日）

  作品『 蜜蜂と遠雷 』 恩田陸 著

読書会

 ☆８月は休会します。

日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

８月

　　　　播磨科学公園都市圏域定住自立圏事業

　アキノイサム絵本原画展があります。
　上郡町立図書館　『たこなんかじゃないよ』　8月20日～8月31日

　佐用町立図書館　『とうもろこしおばあさん』　8月24日～9月6日

　宍粟市立図書館　『たこなんかじゃないよ』　9月3日～9月14日

　たつの市立新宮図書館　『たいようまでのぼったコンドル』　9月25日～10月6日

　　※スタンプラリー開催（3か所をめぐると先着200名にプレゼントがあります。）

イベントのお知らせ

『たこなんかじゃないよ』

秋野和子 文 秋野亥左牟 絵

福音館書店

次回は

9月６日（土）　えほんのじかん

9月1３日（土）　おはなしのじかん

えほん・おはなしのじかん

◇8月はお休みします。

　　　夏休みにおすすめする本のリストを今年も作りました。

　　　入口正面の特設コーナーをぜひのぞいてみてください。

おすすめ図書のお知らせ


